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騎士志願者の憂欝
一一メルヴイルの「ジミー・ローズ」一一
小島喜男
文化の繁栄には古来，権力者の財力・武力による保護が必要だ、った。
ヨーロッパ的な宮廷文化にあっては，多くの場合，財力や武力による権力
者の保護のもと，芸術家達が宮廷や社交の場を彩っていた。こうした文化
の保護は，概ね男性の仕事であり，その一方で女性は，社交文化において
重要な役割を演じていた。かつての宮廷文化での女性の活躍は，顕著な形
で財力・武力という男性的な力に支えられていた，とは言えないだろう
か。
ヨーロッパ的な乱世は，もちろんアメリカにはない。しかし，開拓時代
よりこの国では，自分の身の安全は自分で守らねばならなかったとすれ
ば，地域差はあれ，警察や法や都市環境が大きく整えられるまでは， <力〉
の支配する男性優位の時期がやはり続いていた，と考えられる o そしてこ
のような都市環境の整備が進み，世の中が平和になり，女性が男性の保護
を必要とせずに社会進出できるようになると，それまでの男性中心の文化
に，必然的な変化が訪れたのではないだろうか。
ハーマン・メルヴイル (Herman Melvile ， 189 - 91)の短編小説「ジ
ミー・ローズ」“Jimy Rose" (185) には，このような時代の流れに伴
う男女の力のバランスの変化と，文化の変容が捕かれているように思わ
れる O このように考えるのは，語り手ウィリアム・フォード (Wilam
Ford) が文化の背景として武力を描き，また作品の前半で女性文化の擁
護者として描かれるジミーが，破綻後の作品後半では紳士として扱われ
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ず,軍人的な要素も時代遅れとされ,男性的な力を否定されてしまうから
だ｡
作品冒頭から時代の変化を意識させる語り手は,ジミーの旧宅につい
て,鎧戸には優雅な東洋風の意匠が施され,美しい壁紙で彩られた居間を
有する,この家の地下室は｢戦列艦｣を思わせる,と語り,その壁紙に描
3)
かれた鳥達を,文化の擁護者エステルハ-ゼ候に擬え(337),ジミーが将
軍に贈る拳銃にはトルコ石がはめ込まれている(339),と言い, 《文化≫
が《武力≫に支えられる構造を繰り返し提示する｡彼はまたテンプル騎士
団(337)や金羊毛騎士団章(337)をも引き合いに出し,ジミーについて
は騎士志願者との関連を灰めかす(339)｡
次に,没落前の主人公ジミー･ローズは,経済的･軍事的《力≫におい
て優位に立つ男性が女性を支え,活躍の場を与える,ヨーロッパ的･宮廷
的な,いわば《古い文化≫のアメリカ版の中心として,女性奉仕を重ねて
いた｡物語の前半では,社会が商業主義･実用主義の方向へ流れ,文化が
軽視されるこの時代にあって,ジミーはニュー･ヨークで女性のために饗
宴を主催し,社交文化の擁護者の役割を演じている(338-39)｡ジミーは
実は州軍の将官でもあり(343),武力を持ちつつ女性奉仕を至上の目的と
4)
する彼の姿には,中世の≪騎士≫を思わせるものがある｡ジミーは時代の
流れに逆らい,十九世紀アメリカ社会の文化の擁護者たらんとするが,不
運もあり財産を失う(339)｡ジミーの没落が表すのは,こうした拝金主義
への流れの中で,もはや存続できない≪文化至上主義≫の必然的破綻であ
る｡
物語の後半で,上流社会に再び現れた彼は,金持ちの家を訪ねて事実上
の施しを受ける生活に甘んじ,その社交術も形骸化する(342-44)｡その
最晩年に及んでは,軍人風の口調は時代遅れとされ(343),看護に当たる
女性には,紳士でありたいという願いをも理解されない悲劇の主人公を,
ジミーは演じることになる(344)｡没落後に社交界-復帰したジミーに突
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きつけられたものは,金がなければ社交も文化も成り立たず,武力が日常
のレベルでは意味を持たなくなり,女性が男性の保護を必要としなくなっ
ている,という現実だった｡
アメリカにあっては,武力も含めて男性的な力,体力は開拓において
も,身を守るという点でも大きな意味をもっていたはずである｡ジミーは
このようなアメリカの男性優位の伝統を,十九世紀社交界で表現しようと
したが,アメリカではまだ社交を彩る文化の発達が十分でなく,そこで
ヨーロッパ的な宮廷的･騎士道的な文化を借用せざるを得なかった｡とこ
ろが,ある程度平和な社会が実現していた十九世紀では,男性的な力によ
る女性の保護は意味がなくなってしまった｡この作品の舞台となっている
十九世紀中頃のニュー･ヨークはまさに,男性優位から女性の台頭への,
時代の転換点であり,その中でジミーは,女性奉仕を重ねた富豪時代の生
き方の全面否定を痛感させられることになる｡
蕎飯は語り手によって文化と結びつけられる(337)｡蕎夜色の頬をし
て,その名も蕎蕨を表し,一万州軍の将官でもあったジミー･ローズに
も,その旧宅や壁紙,贈呈式の拳銃のように,女性的《文化≫と男性的《武
力≫が同居する形で描かれている｡それゆえジミー自身が,男性が支え,
女性が主役の古い文化として機能し,またその運命を生きることを宿命づ
けられており,そのため没落後も社交界に戻り,いわば女性に裏切られた
末に,死を迎えねばならなかったのではないだろうか｡ジミーの運命は,
そのままこのような《文化の運命≫を表している｡この作品は,力がもの
をいう男性優位の社会から,女性が台頭し始める時代へ流れを,文化のあ
り方を通して描いた作品として読めるように思われる｡
短い作品ではあるが,少なからぬ批評家が何らかの形でこの作品に触れ
5)
ており,その多くが短い言及にとどまっているなかで,デイリンガムは人
())
生の暖かさと冷たさというテーマで,フィッシャーは宗教的な面から,
7)                                                                        A)
トウツトは社会に適応できない者のジレンマを扱う作品として,ビクリイ
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は人間の知覚の限界を表した皮肉として,ジェフリーは語り手の問題点
=XE
を,ガルガ-ノはジミーの成長のなさを,それぞれが比較的多くのページ
を割いて論じている｡また検討の多くは蕎蕨や孔雀のシンボリズム,ジ
ll)
ミーのモデル,などを扱い,作品の評価も様々である｡しかし, ≪文化≫
や《武力≫　といった点はほとんど取り上げられていない｡
以下では,テキストを分析することで,これまでに述べた点を明らかに
していきたい｡
1.屋敷の周辺
物語の前半では,語り手は時代の文化軽視の風潮と,かつての文化の構
造を交互に語ってゆく｡冒頭で語り手は,かつてジミー･ローズが所有し
ていた屋敷を引き継ぐことになり,ニュー･ヨークへやってきている｡彼
はまず,この屋敷のある場所に言及する｡この地域のかつての富裕階級の
文化と,商業化による変化に語り手は触れる(336)｡
そこは,かつて上流階級の居住地域だったが,今では｢下層地区のひと
つ｣となり,かつては目にとまった｢豪華な居間や新婚夫婦の部屋｣も,
今では｢会計室や物置｣ -と姿を変えている｡朝食のトーストにバターを
塗った場所には帳簿や台帳が広げられ, ｢かつての栄えあるソフト･ワッ
フルの日々｣は過ぎ去ってしまった,と語り手は言う(336)｡豪華で余裕
のあった富裕階級の住居は,今や文化とは無縁の｢会計室｣となり,かつ
ての高級住宅街は,都市の発展に伴い,商業地区へと変貌を遂げている｡
しかし,語り手の引き継いだ家と,その周囲の若干の住居は,町の変化
の影響を免れ,当時の面影を残している｡それとともに,地区の繁栄の時
代を知る老人たちも,ここを離れようとはしない｡ここへやって来た語り
手は, ｢これら哀れな老人たちは,この地区が活気を取り戻し,流行の波
が戻ってくると,気違いじみた空想をしている｣と思ってしまう(336)｡
かつての栄光がこの界隈に舞い戻ることはもはや考えられない,という確
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倍が,語り手の口調には表れている｡ 《文化≫に彩られた,ゆとりある富
裕階級の住まいは,今や実務に取って代られてしまい,語り手はこの変化
を不可逆的な時代の流れと見て,この街に残る老人たちを冷ややかに見つ
める｡
語り手は,富裕層の文化と商業主義を対照的に措きつつ,これから語ら
れる物語の舞台となる邸宅が,このような時代の流れの中にあることを告
げる｡そして上流階級の≪文化≫がもはや過去のものとなり,大衆社会の
商業生活の中に飲み込まれてゆこうとする時代が,この作品の背景となっ
ている｡ジミー･ローズが活躍し,破産し,そして再び社交の世界に姿を
現わしたのは,このような時代の流れの中でのことだった｡この先でみる
ように,商業主義の延長線上で,ひたすら金儲けを追及する世にあって,
彼の女性賛美と散財は,こうした時代の流れに抗うものだった｡
2.屋敷の外観と地下室
語り手は,続いて,引き継ぐことになった家について語り始める(337)0
ここはジミーが一時所有し,破綻時に身を隠したことのある家(341)だ
が,彼が建てたものではない｡この家の凝った外観にも,本来の魅力を保
つだけの管理の手は行き届かず(337),ここでも　≪文化≫が等閑に付され
ている｡その一方で,建築当初のままの地下室は,軍事的イメージととも
に描かれ(337),この描写を通して語り手は《力≫が《文化≫を支える構
造を提示する｡
この家には長いこと所有者が住むことはなく,さまざまな人々に貸貸さ
れ,外装のあちこちに｢安っぽい修理｣が加えられてきた｡まず,反響板
つきの, ｢六段の踏み段の頂上に聾えるような,説教壇のようなポーチ｣
はすでに取り払われ,上部パネルに月影が差し込む,三日月模様の到り抜
きが施された｢本来の重い鎧戸｣は｢つまらないベネチアン･ブライン
ド｣に取り替えられ, ｢家の正面は,まるで現代風な接ぎ木が古風な親木
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と調和しないように,不調和な様相を見せていた｣と語り手は言っている
(337)｡
立派だが,おそらく実用的ではないポーチは取り払われ,素晴らしい美
術的デザインの施された,堂々たる鎧戸は取り替えられてしまった｡富裕
な所有者の残した装飾的デザインという　≪文化≫は,ここでも結果的に否
定され,実用主義のために建物全体のバランスが崩されてしまっている｡
この屋敷も,この界隈を侵食している商業主義への流れを完全に免れてい
るわけではないのだ｡また, ｢説教壇｣のようなポーチの取り払いは,実
利優先による　《宗教≫の衰えをも暗示しているように思われる｡
しかし,家の中は何一つ変わっていない｡地下室には, ｢テンプル騎士
団(Templars)の古い墓のような,男っぽい煉瓦でできたアーチ型の大
きな箱｣が並び,天井の梁は赤樫材が使われ, ｢豊かな,インディアンの
).H
ような色艶(orarichandlndiancolor)｣だ｡この梁の下,地下室の中
は, ｢戦列艦の砲列甲板｣を歩くようだ,と語り手は言う(337)｡
地下室への言及で暗示されているのは《戦う者≫･《強い者≫だ｡テンプ
ル騎士団は,キリスト教の巡礼の保護と聖地回復を目的として設立され,
】卜
実際にイスラム勢力と戦い,一時的ながら聖地回復に貢献している｡イン
ディアンは言うまでもなく,その勇敢さで白人を怖れさせたアメリカ大陸
の先住民であり,戟列艦は二箇所以上の甲板に大砲を備えた,主力戦用の
ト
強力な艦船である｡語り手は意図的に,こうした戦闘的イメージを,この
地F室の描写に重ねて用いている｡建築者の経済力による,重厚で洗練さ
れた装飾の施されたこの屋敷の地下には, 《力診,とりわけ軍事力を思わせ
る地下室が隠されている｡
この邸宅全体を通して,語り手は,地上の建造物では取り払われつつあ
る様々の《文化≫的な趣向に目を向け,その一方で,地下では≪力≫を象
徴する要素を指摘し,全体として≪文化≫　を≪力≫が支える構造となって
いる｡この先では文化は女性的なものと,力は男性的なものとそれぞれ結
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びつけられながら，この構造が繰り返される。そして，この屋敷の創建当
時の意匠のいくつかが既に崩されてしまっているように， {文化〉と〈力〉
の関係にも時代の流れは影響している o
3. 居間の壁紙
ここで語り手は，この屋敷の居間を飾る，壁紙の図案について熱心に語
るO 彼は壁紙自体を，まず女性的なものとして紹介するが，その一方，図
案の中の女性的な蓄磁の花線に取り巻かれた鳥たちを，男性的な文化の擁
護者として描いている (37) 0 文化と力の関係はここでは，女性的な〈文
化〉を擁護する男性的〈力〉という形に展開される。
各階の部屋は r90 年前」の創建当時のままで，一番広い居間の壁紙が最
も豪華で，ルイ十六世時代の図案を伝えるヴェルサイユ紙である。語り手
は「マリー・アントワネットの私室に掛けられていたかもしれない種類の
紙J と言っている。図案は，大型の菱形紋が描かれ，その中を太い蓄積の
花綜が通り，菱形紋の中には鵜鵡・金剛インコ・孔雀といった烏たちが描
かれ，孔雀が大半を占める O これらの烏たちについて，語り手は， rまさ
にエステルハーゼ公のような烏たちで，一面のルビーであり，ダイヤモン
ドであり，金羊毛騎士団章 (Ordes of the Golden Flece) であるJ，と
言う (37) 0 
語り手はこの壁紙のいくつかの特徴に言及している O まず第一に，この
壁紙は輸入されたフランス製の「ヴェルサイユ紙」で，描かれているのは
「パリジャン風の (Parisan 同loking) J (37) の鳥たちだとも言われ，
紙自体も図案もアメリカのものではなく，アメリカ風でもない。この点は
少し先で見るように，ジミー・ローズを含め，この時代の富裕層の文化が
輸入文化だ、ったことを反映している O 第二に，マリー・アントワネットの
私室にあってもおかしくない，と語ることで，語り手はこの壁紙を，女性
の部屋を飾る女性向きの装飾，として印象づける D 豪華な装飾はそれ自
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体，男性的な質実剛健の対極にあると考えられるが，ここでは語り手はマ
リー・アントワネットに言及することで，装飾という形の〈文化〉を〈女
性〉的なものとして描き，そうすることで，地下室の軍事的で男性的な
〈力〉の要素と対照させている)。
ところが語り手は，女性的なものとして描いたはずのこの壁紙に，男性
的な要素をも見出す。ここに描かれた烏たちは，宝石類とともに「金羊毛
騎士団章」に擬えられ， Iエステルハーゼ公」とも言われている o 学問・
芸術の擁護者として知られるハンガリーの権力者，エステルハーゼぷ
(Nikolaus Furst von Esterhazy ， 1765 - 183) はここで，スペイン・
オーストリアで現在も最高の勲章として授与される金羊毛騎士団長と並び、
立ち，文化への寄与と貢献を称えられるかのように描かれている。そして
この勲章は，文化の擁護者である彼を， <騎士団〉という軍事的要素へと
結びつけ，それによって文化の背景としての権力者と〈武力〉とが暗示さ
れ，さらに女性の生活を彩る文化は，こうした男性の擁護者によって支え
られる，という構図が示される D
これで終りではない。この鳥たちの描かれた菱形紋の聞を縫って，図案
全体に統ーを与えるのは蕃薮の花線である。蓄積自体は，古来，女性的な
ものとして描かれることが非常に多い。文化の〈男性的〉擁護者として描
かれる烏たちをまとめるのは〈女性的〉な蕃破であり，すでにみたよう
に，壁紙自体は女性の私室を想わせる。蓄穣は烏たちとともに，この壁紙
を代表し，ここで語られる文化を象徴する。
語り手はこの壁紙に力と彩り，男性的要素と女性的要素とを見出す。装
飾文化が女性の生活を飾るには，擁護者としての男性の介在が不可欠であ
り，そういう文化を成り立たせる男女の役割が，この壁紙の語りに表され
ている。この屋敷全体では，地上の〈文化〉的意匠が，地下の〈力〉に支
えられる構造だった。語り手はこの壁紙ではそれを一歩進め，女性的〈文
化〉を男性的〈力〉が支えるという構図を提示している。そしてその媒介
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項として,語りは金羊毛騎士団章に及び, 《騎士≫　とのかかわりが灰めか
されていた｡かつてジミーが身を隠したこの家を描くことで,語り手は一
種の文化論を展開している｡
4.顧みられない文化
豪華な壁紙に彩られたこの部屋も,その反対側の壁は雨漏りに汚され,
色越せている(337-38)｡商業主義と実用主義の時代にあっては,過去の
絢欄たる文化も等閑に付され,朽ちるに任せられる｡語り手の家族の女性
たちも,文化に対する関心と理解度は低い(338)｡
この古い部屋の北側は,語り手の目には異様な光景と映る｡それは, ｢半
分は苔が,半分は徴が出て,古い森の木々の北側の面のようだ｣ (337)｡
軒先から雨漏りのために雨水が侵入し,鳥の絵柄が色越せてしまっている
(337-38)o　それというのも,この家の借り手たちは,この部屋で衣服を
乾かすものの,雨漏りの手入れなど考えもしなかったからだ｡そのために
孔雀の｢流星さながらの長い尾｣も,色越せてしまった｡それでも鳥たち
は,幸い運命に耐えながら, ｢終日医想のうちに,甘く素敵な物思いに耽っ
ている｣,と語り手は言う｡女中のビデイ(Biddy)と語り手の妻は,こ
の壁紙をクリーム色の壁紙に替えるように迫るが,語り手は,こればかり
は首を縦に振るわけにはいかない,と言う(338)｡
語り手は雨漏りにさらされた部屋の北側を原生林,すなわち文化と対照
的な自然に愉え,その荒廃ぶりを際立たせる｡それは借家人たちが実用性
ばかりに目を向け,この壁紙の文化的価値に対して盲目だったからだ｡そ
れは過去だけにとどまらない｡ヴェルサイユ紙のこの壁紙よりもクリーム
色の壁紙を好む,語り手の家族の女性達もまた,この壁紙の価値を理解し
122)
ていない｡ビデイに至っては,蕎蕨を玉葱だと言っているし(337),語り
手の家の女性達は張替えを求めており,そう主張しているのは｢とくに私
の妻であり,彼女は私には若すぎるようだ(especiallymywife,who,I
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fear,wastooyoungforme)｣と,語り手は言っている(338)｡
ここで注意したいのは,壁紙の価値を認めている語り手に対して,妻や
女中といった女性たちがその価値に否定的だ,という点だ｡すでにみたよ
うに,壁紙の装飾は,マリー･アントワネットの私室をも思わせる,女性
的なもの,として語られていた(337)｡しかし語り手の周囲の女性たち
は,この素晴らしい壁紙に何の愛着も示してはいないのだ｡これはおそら
く,女性たちの社会的な地位と時代によるものであろう｡語り手の家族
は,かつてのジミーのような上流社会に暮らしているわけではない｡商業
i:.義と実用主義の中で,女性たちは,文化的な価値よりも実用性に重きを
I(･
おく時代の考え方に染まっている｡
また,自分の妻が｢私には若すぎるようだ｣と言う語り手はここで,こ
の時代の女性の勢いを灰めかしているように思われる｡若く元気のいい妻
たちの張替え要求を,何とか凌いでいる彼の語りのIfearからは,妻の
圧力を通して,語り手が女性のパワーを実際に恐れているようにも感じら
れる｡この時代の男女の力関係の変化が,この表現によって暗示されてい
る｡
この豪華な壁紙の価値と魅力は,十九世紀中期の人々,とりわけ,力を
つけてきたこの時代の女性達には伝わらない｡世の中は実用性一辺倒とな
り,かつての富裕層の文化はまったく顧みられない｡ここでは文化的な断
絶とその背景としての実用主義,女性の強力化が暗示されている｡壁紙の
価値を理解するものは今や,ジミー･ローズの思い出を抱き続ける,語り
手ただ一人,ということになってしまった｡
5.若き日のジミー
21)
番夜はまた,ジミー･ローズの名に通じ,それは語り手の思い出と結び
ついている｡そして,この先でみるように,ジミー･ローズ自身,没落以
前は貴族的な文化の享受者だった(338)｡語り手は, ｢気の毒なジミー･
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ローズよ｣ (338)という言葉から,いよいよジミーについて語り始める｡
ジミーは語り手の若い頃の知り合いで,亡くなってからまだ何年も経っ
てはいない｡語り手は,彼の遺体を墓地まで運んだ三人の会葬者のうちの
一人だった｡ジミーは生まれながらに財産を受け継ぎ,目は青く髪は茶色
の巻き毛, ｢洋紅(carmine)｣をさしたような頬の男前の紳士で,この色
は｢人生の喜びによって深められ,健康が純然と花開いたもの｣と語られ
ている(338)｡この紅色の頬を,宴席ではある婦人が｢花咲ける頬｣と呼
び(339), 25年後にジミーと再会し,語り手はかつてを振り返り, ｢あの
頬の番夜色(thoserosesinhischeeks)｣ (343)と表現し,頬の紅色は
25)
番夜-と結びつけられる｡
また彼は婦人との交際を大切にし,語り手の言葉を借りれば, ｢自分自
身をわざわざ婚姻の祭壇の犠牲にして,ひろく女性をたたえる自らの自由
を束縛するようなことは決してしなかった｣ (338)｡つまり,ジミーは生
涯独身だったが,それゆえ女性一般を賛美していた｡さらに彼は,受け継
Z6)
いだ財産を｢富華王コジモ(Cosmothe Magnificent)｣のような仕事で
増やし,夜毎豪華なパーティーを開けるまでになる(338)｡といっても,
彼は拝金の徒ではなく,増やした金をこうしたパーティーに湯水のように
注ぎ込み,ついには破産してしまう(339)｡ジミーはニュー･ヨークの社
交文化の中心に君臨し,いわば《文化至上主義≫を実践する｡
すでにみたように, 《文化≫　と蓄蕨とは,壁紙についての語りで結びつ
けられていた(337) ｡彼の頬の番夜色は,ローズという姓と相侯って, ≪文
化≫への志向を表すものと考えられる｡あの壁紙がマリー･アントワネッ
トの寝室を飾るものだったように,文化と女性は密接な関係にある｡熱烈
な女性賛美者だった彼は,豪華なパーティーを主催し,女性の活躍の場を
提供していた｡そしてまた,物語の終り近くで明かされるように,彼は州
軍の将官でもあった(343)｡ジミー個人においては,女性賛美者であり,
女性のために社交文化の《擁護者≫　という面,さらに軍事的要素とが同居
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している｡このような, ≪武力≫を持ちつつ,しかも女性に仕えることを
使命とした人物には, ｢テンプル騎士団｣や｢金羊毛騎士団章｣を通じ,
語り手がこれまで言及を重ねてきた《騎士≫のイメージが重なる｡ジミー
はいわば,十九世紀アメリカ上流社会にあって, ≪騎士≫を志向している｡
その一方で,ジミーがコジモのような仕事で財産を増やし,ニュー･
ヨークでもこの上ない晩餐･午餐･舞踏会を主催し,その陽気と才気,
シャンデリアとフランス風家具･衣類･ワインと大盤振る舞いで人々をも
てなした,という語り(338-39)からは,あたかも宮廷的なその生活の
一端が窺えよう｡十九世紀のアメリカにあって,ジミーは,男性の力が女
性の活躍を支える,宮廷的･貴族的でヨーロッパ的な≪古い文化≫を実践
していた｡
語り手はジミーのイメージに《文化≫　と　≪力≫　とを描く｡彼は経済力を
背景に,社交の場での女性を支える役割を演じ,アメリカの《騎士≫的人
物として君臨していた｡
ちりば
6.トルコ石を錬めた拳銃
冬の集まりでは,ジミーは幹事の筆頭,俳優への金杯贈呈者の筆頭とな
り,将軍への刀剣と銃の贈里では,弁舌さわやかな彼が度々贈呈役を務め
る(338-39)｡ここで贈られる拳銃は武器ながらトルコ石で飾られ, ≪武
力≫と≪文化≫の双方が描きこまれ,ジミーの立場を考える上で興味深い｡
語り手はここで贈呈式の模様を作品中に再現する｡ ｢ジェイムズ･ロー
ズ殿(JamesRose,Esq.)｣は｢トルコ石を鎮めた一対の拳銃｣をG将軍
に差し出しながら, ｢閣下,閣Fの栄光の勝利の名を刻みなお余地のあり
ますれば,さらにトルコ石を飾りましたものを｣ (339)と挨拶する｡ここ
で初めてジミーの本名が示される｡
語り手はここでことさら｢ジェイムズ･ローズ殿(Esq.)｣とジミーを
27)
呼ぶ｡ Esq.はもちろんEsquireを略した敬称だが,この語は歴史的には,
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盾持ちとして中世の騎士の従者を勤めた≪騎士志願者≫を意味する｡とい
うことは,文字通りの解釈では,ジミーは騎士を志す人物,ということに
なる｡中世の騎士道では,女性に対する忠誠を尊重し,弱者としての女性
を守ることが強調されていた｡熱心な女性崇拝者だったといわれるジミー
を,語り手はEsq.の敬称により,意図的に《騎士≫へと結びつけている｡
と言ってもジミーは,軍人的な面をもつ女性崇拝者という意味で騎士的な
のであり,騎士本来の武人的な面とは,もちろん大きな開きがある｡
拳銃は言うまでもなく武器であり,人を殺傷することを本来の目的とし
て作られる｡ところがここでは,ジミーの贈呈する拳銃は一一一種の工芸品･
美術品であり,武器でありながら文化的な加工を施されている｡そういう
意味で,この拳銃は, 《武力≫　と　《文化≫の接点にある｡
そしてジミーは,将軍の数多い勝利を刻み込み,余地あらば｢さらにト
ルコ石を飾りましたものを｣,と言っている｡もちろん,軍功がそれほど
の数多きに及ぶ,と彼は将軍を称えているのだが,文字通りにみれば,棉
軍の戦果により,装飾に限界が生じたことを,ジミーが残念がっている,
ともとれる表現になっており,ジミーは≪文化≫を志向し,それとともに
≪力≫が暗示される｡ここでは拳銃という武器が工芸美術のベースとな
り,これまでにジミーの旧宅や壁紙の番蕨と鳥に見てきたような, 《力診
が《文化≫を支える構図がここでも繰り返される｡
贈呈式のこの拳銃にも,男性的な《武力≫　と女性的な≪文化≫　とが同居
し,語り手の考える文化の形を示している｡そして,女性崇拝者ジミーの
Esq.の称号は,彼と騎士とのつながりを裏付ける｡
7.借り物の文化
語り手はジミーの機知を借り物と言う(339)｡この｢借り物｣という点
から見ると,彼の周辺でこれまで言及されてきたのは,輸入の品々ばかり
だったこと(338-39)に気づく｡それらの文物からは,アメリカ独自の
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特色に乏しい上流文化の一端が浮かび上がる｡
語り手はさらにジミーを偲ぶが,彼を褒めそやすだけではない｡ジミー
はお世辞が巧みだった,と語り手は言い,人を喜ばすために彼ほど熱心
だった人はいなのだから, ｢この場合に借り物の機知だからと,汝を答め
られる者があろうか,たとえそれが本当に借り物であっても｣,と語る
(339)｡
｢借り物の機知｣とは,ジミーにとっては厳しい指摘と一見思われる｡
機転や才気の乏しきを思わせるからだ｡しかし,語り手はジミーを｢各め
られる者があろうか｣,とも言うし,人を喜ばせる熱心さをも称えてい
る｡となると,語り手の意図はおそらく,ジミーへの批判よりもむしろ,
単に彼のオリジナリティの乏しさを指摘する点にある｡
語り手はここで,ジミーの機知について｢借り物｣と言っているが,彼
の邸宅を彩った多くのものの中には,輸入品という意味で,アメリカから
すると借り物が多いのではないだろうか｡パーティーを彩ったものは｢フ
ランス風の家具｣ (338)であり,ワインも少し先に語られるように輸入の
超高級品だ(340)｡また,語り手が引き継いだ屋敷は,ジミーの建てたも
のではないにせよ,彼の思い出と結びついた居間の豪華な壁紙は｢ヴェル
サイユ紙｣とされている(337)｡このように,ジミーの慢びやかな生活に
ついて,語り手が紹介するものは外国の品々ばかりなのだ｡ジミー自身の
振舞いが｢カステイ-リヤ風｣だと語られている(339)のも例外ではな
かろう｡ジミーの周辺に関しては,彼の独自のもの,またはアメリカ固有
のものを見つけるのは難しい｡
十九世紀アメリカの大金持ちジミーは,自分の生活を輸入品で飾り立
て,態度や仕草に至るまで外国風を取り入れていた｡この時代にアメリカ
で文化人たらんとすれば,ヨーロッパ文化の輸入に務めざるをえなかった
であろう｡アメリカの歴史の浅さとともに,ヨーロッパの歴史と伝統が,
とりわけ文化という面で大きな魅力をもつことは否定できない｡
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そればかりではなく,ジミーは,海外からの輸入品によって,彼流の≪古
い文化≫成り立たせていた｡これまで見てきたような,ジミーの反時代的
文化が,騎士道的･宮廷的な男性の力を背景とした文化であるとすれば,
それはヨーロッパ的なものとならざるを得ない｡ジミーはアメリカの文化
を創造するのではなく,ヨーロッパ的な文化を再現しようとしている｡そ
の根底には,しかし,男性優位という社会的状況があり,それはかつての
ヨーロッパにも一昔前のアメリカにも共通であろう｡
8.ある婦人の乾杯の辞
破産の直前,自宅でのパーティーで,金欄の衣装の婦人が,語り手の印
象に残る乾杯の辞を述べた｡それを聞いてジミーは涙を流す(339)｡ここ
ではジミー流の社交文化が機能し,その中での男女の役割をみることがで
きるように思われる｡
｢気高い主催者様の頬の花が,心の中の花と同じように長続きしますよ
うに｣とその婦人は言った｡そして来客たちが杯を飲み干したとき,ジ
ミーは, ｢正直な眼差しにこの上なく優しく,誇り高く,感謝に満ちた涙
を浮かべ｣,客の顔とワインの壕を｢天使のように｣眺めていた(339),
と語り手は言う｡
この女性の挨拶は,この作品の全体を適してみれば,皮肉ということに
なる｡この直後ジミーは破産し(339-40),肉体的な｢頬の花｣は健康の
うちに続くわけではなく,文化的な意味を持つであろう｢心の花｣も,華
やかさの中で続きはしない｡だが,ここで重要なのはむしろ,挨拶を述べ
Jト■
るのが女性であり,それを聞いたジミーが涙を流している点と思われる｡
女性はパーティーのいわば主役であり,社交の中心と言ってよかろう｡
その席を用意し,女性の活躍のお膳立てをするのは,経済的な余裕のある
実業家や富豪であり,それは多くの場合男性の役割ということになる｡こ
の場面ではそれは,女性-の奉仕を常に心がけるジミーによって演じられ
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る｡そういうジミーの健康を祈り,華やかな宴を開く大らかな｢心の中の
花｣を祈るこの婦人の言葉には,彼-の感謝の気持ちが素直に表明され,
またジミー自身もそれに応えて｢感謝に満ちた涙｣を浮かべる｡
これはおそらく,ジミーの女性-の貢献が報われた瞬間だ,と言うこと
ができよう｡経済的な力関係では圧倒的に有利な男性が女性の活躍の場を
提供し,社交という枠組みで女性に奉仕し,そして互いに感謝しあう,と
いう関係が,ここには描かれている｡この場面はそれが機能し,感謝の言
葉を聞くジミーの感激は頂点に達している｡
ここまで,語り手による若きE]のジミー像を追ってきた｡壁紙の蕎教か
らジミー･ローズを思い起こす語り手により,ジミーは女性的な装飾的
《文化≫　と結びつけられ,その一方でジミーには州軍の将官という面もあ
り,彼は《文化≫　と　《武力≫をあわせ持ち,社交により女性への奉仕を使
命とする《騎士≫的人物として描かれてきた｡彼の目指すのは宮廷的な文
化であり,必然的にそれはヨーロッパからの文物で彩られることになる｡
9.破産したジミー
この饗宴から数日後,破綻がジミーを襲う｡街を歩いていてこの知らせ
に接した語り手は,ジミーを気遣うが,出会う人々の反応は彼には意外な
ものだった(339-40)｡語り手は人々の反応を通して,時代の風潮を描い
てゆく｡
ジミーの事業は突然暗転し,大盤振舞いなどのため業務状況が悪化して
いた上に,中国帰りの船二隻がニュー･ヨーク目前で沈没したことが最後
の一撃となる(339)｡ジミーの不運の物語を始める前に,彼の人生を知る
語り手は, ｢ああ,哀れな,哀れなジミー-われわれすべてを神が守ら
れんことを-哀れなジミー･ローズ｣という,この先でも繰り返される
祈りの言葉をおくる(339)｡
語り手はジミーの不運を顧みて神に祈り, ｢哀れな(poor)｣という言葉
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を三度繰り返し,彼の不運を嘆く｡この先で語られるように,昔の社交界
の仲間の家を回りお茶を無心するジミーは,たしかに哀れである｡しか
し,語り手はおそらくそれを,ジミーがどうしても追い込まれざるを得な
かった必然と見ている｡これまでもみたように,蓄蕨は文化を象徴し,蓄
夜色の頬をしてその名も蓄蕨を表すジミー･ローズは,男性が女性を支え
る　《古い文化≫の運命を表す｡女性奉仕･社交生活を金儲けよりも優先す
る,いわば≪文化至上主義≫的なジミーの生活態度は,たとえばこれから
語り手が出会う紳士･商人･成金にみるように(339-40),拝金主義の蔓
延るこの時代では理解されない｡金が至上の価値となり,文化が忘れられ
つつあるこの時代では,ジミーの破綻はこうした《文化至上主義≫が必然
的に追い込まれる結末であり,その終葛を意味する｡それを身をもって演
じなくてはならないジミーの悲劇性が,語り手には見えているからこそ,
彼を襲った運命をすべての人とともに免れたい,と願っている｡
この日語り手は,ジミーの家に程近いボウリング･グリーン(Bowling
Green)を通り抜けようとして,一人の紳士に会う｡それは数日前の饗宴
で日に涙を浮かべていた人物だった(339-40)｡彼はジミーの破産を語り
手に告げ, ｢一緒に喫茶店によっていこう,そしたらもっと話してあげる
よ｣と言い,さらに,ワインでも飲みながら横滑りのパーティーの打ち
合わせをしよう,と誘う｡語り手はさすがに先約を口実に彼を振り切る
(340)｡
この男は,ジミーのパーティーでこそ,豪勢なもてなしを受けて涙を流
していたものの,ジミーの破産の知らせに関してはまるで他人事である｡
それまで受けてきたはずの恩義はどこ吹く風で,別の楽しみのことしか頭
にない,薄情極まりない紳士である｡
ジミーは自宅には不在で,所在もわからず,語り手は再びブロードウェ
イに向かい,通りがかりの知人何人かに尋ねるが,彼の屠場所を知る者は
なく,ジミーのことは｢誰も気にもしていない様子｣だ｡ある商人は,破
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産と決まるとジミーは，現金を集め逃走したのだろう，と推測する (340) 0 
次に語り手はジミーを悪党，ごろつきと呼ぶ「大成金 (a great nabo) J 
と出会す。語り手は後日，この男がジミーの破産によって七十五ドル七十
五セントの実害を被ったことを知る o しかし語り手は，この男がワイン通
で， rジミーが輸入するほどのワイン」が十万ポンドも二十万ポンドもす
るものだ、ったことを考えると，彼は損失を補って余りあるはずだ，と考え
る。語り手は実際にジミーの晩餐会でこの男を何度も見かけ，話し込む
ふりをしながら，次々に高級ワインを注いで、いるところを目にしている
(340)0 
語り手は不幸に見舞われたジミーを気遣い，所在を尋ねる口しかし，彼
の出会った人々は，もはや破産したジミーのことなど眼中になく，ジミー
を知るはずの人々も，最初に出会った紳士同様，破産の噂は知りながら気
にもとめない。そして，金のことにしか興味のない商人は，ジミーが金を
集めて逃げた，と言い，成金に至っては高価なワインをご馳走になった恩
義はどこへやら，損失を盾に取り，ジミーを悪党呼ばわりする D どちらも
拝金主義の虜と化し，金銭上の利害にしか関心はない。
語り手はおそらく，この三人の反応を伝えることで，この時代のニュー・
ヨークを包んで、いた風潮を伝えようとしているO 大都会へと発展しつつあ
るこの街では，人々の付き合いは表面的なものとなり，世話になった知人
であろうと，他人の不幸は噂話の種に過ぎない。そして，商売をする人達
にとっては，金こそが唯一大切なものであり，商人はジミーの行動を金と
いう文脈で考え，成金は損失という視点からしか見ることができない。こ
の三人を通して，語り手は，この時代のニュー・ヨークに蔓延していた無
関心と拝金主義を描いている D 一方，ジミーの破綻は，このような拝金主
義への流れの中での， (文化至上主義〉の運命的破綻であり，それは社会
的な必然だ、った。
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10. r蓄積の閏」の屋敷で
語り手はジミーの居場所をっきとめるが，彼は人間不信に陥り，誰にも
会おうとはしない。粘る語り手を，ジミーは拳銃で脅して追い払う (340
- 41) 0 破綻により，経済力からも文化からも切り離されたこの時のジ
ミーにはもはや， (武力〉しか残されていなし '0
語り手は「群集を離れ，トリニティ教会の手摺近くまで連れて行かれJ，
ある消息通からジミーの居所を知り (340) ，ついに行き着いたのは，あの
「蕃殺の間」のある家だった。屋敷全体が静まり返り，積もった雪には足
跡もなく，この家に住むものは「打ち捨てられた人間 (an abndoe 
one)J に違いない，と語り手は思う口二度のノックに応答もなく，語り
手はこれを最後と力一杯戸を叩き，通りの老人達が顔を出すほどに呼び鈴
を鳴らす。すると鍵穴の向こうから「虚ろに響くかすれ声」が語り手に応
える (34 1) 0 語り手が冒頭で、語っていたように，この街は商業化の波をか
ぶって富裕層が流出し高齢化しており，また商業化は前にみた商人や成金
の拝金主義につながっている。ここでは破産の時代背景を再認識させられ
る。
「どなたです」という問いに，語り手は「友人ですJ と答える D すると
「それではお入り頂けません」という返事。このとき，語り手は，相手は
ジミーではない，と思うが，確認のため「ジ、ェイムズ・ローズさんは中に
おいで、ですか」とさらに尋ねてみる D 返事がないので「私はウィリアム・
フォードです」と名乗る。ここで初めて，語り手の名が明かされる。中か
らは，入ってはいけない，と言い， Iみんな怖くて仕方ない」という声が
聞こえ，さらに， Iもう誰も信用できない」という返事がかえってくるO
それでも語り手が粘ると，錠前をがたがた鳴らす音が聞こえ，それは「ま
るで何か小さな管が鍵穴に差し込まれるかのようだ、った」。語り手は逃げ
出してしまう (341) 0 物語の最後で，このときピストルで脅かされていた
ことを語り手は明かす (345) 。
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ジミーは人間不信に陥っている｡これは,すでにみたような拝金主義的
で忘恩に満ちた,周囲の反応からすると無理のないことだ｡ここで注目さ
れるのは,ジミーが語り手をピストルで脅かした,という点である｡ジ
ミーは饗宴を主催し,女性を大事にし, ｢蓄蔵の間｣のある家を所有し,
またその頬は蓄夜色に輝き,宮廷的とも思われる　《文化≫的人物として描
かれてきた｡しかし,その一方で,邸宅の地下室は戦列艦の砲列甲板のよ
うだと言われていたし(337),贈呈式では装飾の施されたものとはいえ,
将軍に拳銃を贈っていた(339)｡ここまでジミーとその周辺に関しては,
一貫して《文化≫　と　《武力≫の双方に関連する描き方がなされてきた｡
ところが,ここで語り手を追い払うジミーには≪文化≫の面影はない｡
ドア越しに彼と向き合う語り手には,ジミーの頬の蕎夜色も何も語らな
い｡破産によって≪文化≫的なものはすべて剥ぎ取られてしまい, ≪女性≫
的なものも見あたらず, 《武力≫だけが残されている｡人間不信に陥った
この時の彼には, ≪武力≫　しか頼るものはなかったのだ｡
結局, ≪文化≫　とは豊かな経済力のもとに花開くものなのであろう｡と
りわけ,この作品で扱われている文化とは,そうした上流階級の文化であ
り,華やかさである｡金がすべて,というような風潮がつくられつつある
時代の中,財産を失ったジミーには,文化も信頼も残されてはいなかっ
た｡彼は≪力≫に頼るしかない一人の男に過ぎなかったのだ｡しかし,次
にみるように,その状況の中で文化生活を求めて帰ってきたジミーにこ
そ,真に悲劇的なものがあったのだ｡
ll.帰ってきたジミー
それから二十五年が経ち,語り手はジミーと再会する(341-42)｡語り
手はまず,ジミーの貧しさを容赦なく描き,次に頬の蓄夜色と社交的な言
葉遣いが保たれていることを指摘し,その心情を理解しジミーを｢紳士｣
と呼ぶ(342)｡語り手にすれば彼は, 《運命≫に翻弄される　《紳士≫なの
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だ｡
語り手は極貧の中のジミーの姿を描く｡彼の姿は｢悲惨と人間嫌いと
で,干からび,縮み,痩せこけ,死体のように凄まじい｣ものとなってし
まっている｡にもかかわらず, ｢昔のペルシャの蓄蔵がその頬に花開いて
いた｣,と語り手は言い,さらに｢にもかかわらずネズミさながらの貧し
さ,貧困の最後のぼろに身を包むように貧しく,貧窮院の貧しさを遥かに
凌ぐ困窮者,薄く擦り切れた上着を着て窃樫える貧者,磨き上げられた言
葉という財産を持つ乞食,礼儀正しく,にこやかで,体の震える紳士だっ
3))
た｣ (342)と,ジミーの貧困ぶりを描きながら,語り手は彼を｢紳士｣と
して扱う｡
再び語り手の目の前に現れたジミーはこのように貧しさのどん底にいる
が,頬の蕃夜色は昔のままだ｡また,すべてを失ったとはいえ｢磨き上げ
られた言葉｣を唯一の財産として持ち続け,礼儀と微笑をも失っていな
い｡ジミーには経済力はもはやない｡しかし,言葉遣い･礼儀･微笑とい
う社交的な要素は依然残され,これらは,富裕層とのつきあいを何とか可
能にする｡ジミーには,今や,それだけしか残されていない｡
若き日のジミーについて, ≪騎士≫的な暗示を重ねていた語り手は,漢
落後の彼を一貫して｢紳士｣と呼ぶ｡この先では,ジミーがかつて州軍の
将官だった(343)という事実を指摘する以外は,軍や武力を暗示する表
現もなく,それどころか,ジミーの手が白く柔らかい,とさえ語り手は言
う(344)｡破綻後の,年老いたジミーについては,男性的な言及はなされ
ない｡それでもジミーは社交生活を志向し,自らも｢紳士｣でいたい,と
言い(344),語り手はこういうジミーを｢紳士｣と呼ぶ｡
≪騎士≫　と　≪紳士≫の違いとは何だろうか｡リチャード･バーバーは,
｢騎士と紳士の一番違うところは,騎士が定義からして戦士であるのに対
し,紳士にとって武芸はたしなみに過ぎないということである｡紳士の手
.32)
引書は決闘をよしとしない｡ただ戦うだけの人間は笑いものとなる｣と述
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ベている｡語り手に｢紳士｣と呼ばれる彼は,上に見たように社交的･文
化的な面は持ちつづけ,この先でも女性にやさしく接しようとするが
(344), ≪武力≫　とは無縁の存在となる｡それゆえ, ≪紳士≫でありつづけ
ることは,こうした文化面のみを保持することを意味する｡
破綻後のジミーにはもはや,宴の花の女性たちを支える男性の役割を果
たす力はなく,社交の場に復帰するとしても,拝金主義の金持ちの家を訪
ねて施しを受け,金持ち社会に従属するしかない｡この先でみるように,
没落後の彼に許されるのは,かつての《文化≫的生活ではなく,形骸化し
た≪社交≫に過ぎないのだ｡
この先ではジミーの社交術･軍人的な面･紳士への志向がことごとく否
定される｡ジミーはかつての文化の終駕を自ら演じなければならない｡
12.ジミーの運命
語りは続く｡ここからはジミーの行動の《運命≫性とともに,施しを求
めて金持ちの家を回る彼の暮らし振りが語られ,さらにその金持ちたちの
慈善的態度は疑問視される(342)｡かつて女性文化の男性擁護者として君
臨していたはずのジミーは,経済力を失ってしまえば,金持ちの家を訪ね
歩き,上流社会に寄生するという運命を,自ら演じなければならない｡せ
めて｢紳士｣でいたい,という彼の望みも叶わない｡
語り手はここでまた｢ああ,哀れな,哀れなジミー-われわれすべて
を神が守られんことを-哀れなジミー･ローズ｣という祈りの言葉を口
にする｡破産後にかつての友人だったはずの債権者がジミーを追いかけ,
ジミーはそれを避けて,あの｢番彼の問｣のある家に隠れて, ｢孤独の中
で半ば狂気にまで追いこまれていたが,時の流れに宥められ正気に戻っ
た｣,と語り手はこの間の事情を説明する｡ジミーは,おそらく,あまりに
善良でやさしかったので人間嫌いになれなかったのだろう,と語り手は推
測し, ｢ついには人を避けることさえ,ジミーには不信心な(irreligious)
騎士志願者の憂欝 21 
ことのように思われたのだろう J，と言っている (342) 0 
破綻という厳しい運命に弄ばれたジミーだが，その果てにこの上なく貧
しい姿を曝すことは，さらに厳しいはずで、ある o しかし，人を避けること
が彼には「不信心なこと」のように感じられたとすれば，姿をあらわすこ
とが神の意志ということになり，だとすれば，おそらくキリスト教徒であ
るはずのジミーには選択の余地はない。これに続いて「時として，甘い義
務感が，人を苦い運命へと誘い込むこともあるJ と語り手が一般論の形で
言うように (342) ，ジミーの社会復帰は，彼にとってはまさに運命だった
のだ。女性的な〈文化〉と男性的な〈武力〉の接点として描かれたジミー
は，男性が支え女性が活躍するはずの， (古い文化〉の滅亡への運命を，
身を以って辿らねばならない。
語り手はここで，ジミーの心を思い，その暮らしぶりを語る D 大金持ち
だった彼にとって，友人たちに惨めな姿を曝し， r年老いた変り者として
寛大な扱いを受ける」ことほど「苦しいことはなかっただろう J，と語り
手は言い，次に，ジミーがこういう状況に至った経緯を説明する o 七十ド
ル程度の収入を得た彼は，その利息だけで生活できる節約と工夫をし，ど
こかの家で食事ができる場合以外，普段は一日一回だけ食物と牛乳の食事
をとり，お茶の時間にしばしば，綻び、を繕ったフロックコート姿で，古い
知り合いの家に姿を現わした。そして日曜には，立派な家で食事をしてい
た (342)0
このようにジミーは，落晩れたとはいえ最低限表面的な綻びを繕い，社
交上の形を整え金持ちの家を回り，事実上の施しを受ける生活を送ること
になる D 彼の訪ねる家々は，かつての破綻を冷やかに眺めていた拝金主義
者たちの社会に属し，かつて上流文化の推進者だ、ったジミーは，金の力し
か信じない彼らに従属する道を選ぶことになる D
語り手は，さらに， r悪いことをしたわけでもないのに，運命によって，
哀れみの重圧だけが届くほどの，低い立場に追いやられた人間と見なされ
2 
なければ，誰も阿責なくこのような生活をしていけないのは明らかだ」
(342) ，と述べる o 語り手はここでも，ジミーの不幸を「運命」によるも
のと言う D ジミーの生活はそれなりに辛く厳しい。語り手はさらに，施し
物を求めるこの「空腹の紳士 (starving gentlma) J を追い払わなかっ
たからといって，それが「施し (merit) J になりはしない，と言う。費
用を出し合って，苦労のないように面倒を見るなら誉めてもいいが，ジ
ミーは施し物を求めて屋敷を訪問せねばならないのだから，と語り手は主
張する (342)0
一貫してジミーの心を理解しようとする語り手は，ジミーを養った人達
の慈善的意味に疑問を投げかけている O この人達は金持ちだが，ジミーの
ために金を使ってはいない。少し先でみるように，ジミーの飲む紅茶も，
彼の食べるパンも，残り物とは言わないまでも，他の人達が手をつけよう
としないもので，特段ジミーのために用意されたものではない (343) 白彼
らはジミーの訪問を拒絶しなかっただけである o また，没落前のジミーの
大盤振舞いに与っていたのなら，その，恩義に報いているとは言い難い。金
を惜しみながらも，施しを与えたと見られたいとすれば，それは虫が良す
ぎる O 語り手はおそらく，金持たちの慈善家と見られたい虚栄心を，ここ
で非難している o 少なくとも，物乞いのために金持ちの屋敷を回り歩かね
ばならなかったジミーは，紳士でありたいと念じても，そうあることは叶
わず，面目は保たれない。
時を経て帰ってきたジミーの，こうした事実上の施しを受ける生活は，
語り手の眼には〈運命〉の仕業と映っているO ジミーは社会的・経済的に
はすべてを失ったものの，頬の蓄被色は残り，社交生活を成り立たせる言
葉遣いや態度はそのままで (342) ，語り手は彼の志向を理解し， <紳士〉
として扱っているO だが，昔の騎士的なジミーとは違い，もはや彼には戦
いを思わせるものは描かれない。 19 世紀の平和な社会の日常では〈武力〉
の意味はなくなり，女性も力をつけている O ここでは，かつてのジミーが
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演出してきた， <力〉を持つ男性が女性を守り，支える形の騎士道的文化
は言うまでもなく時代遅れである O しかしジミーは，それで、も女性にやさ
しい〈紳士〉として，その〈古い文化〉の運命を演じ続けねばならない。
13. のこされた審議色
戻ってきたジミーを見て，何よりも人々に強い印象を与えたのは，彼の
頬の蓄穣色だ、った (34)0 語り手の眼にも疑念を起こさせるこの蓄穣色
(34) は，ジミーの社交が，今や日々の糧を得るため，表面的なものに
とどまっていることを象徴的に表している O
貧しい食事だけで頬が紅く染まるものか， I今となっては頬を塗ったの
かどうか，またいかなる奇妙な魔術によってあんなふうに咲いたのか一一
誰にもわからないことであろう」と語り手は言う D また，ジミーの豊かな
微笑みは，今や，かつて以上に有名になってもおかしくはない (34) 0 
語り手は若かりし頃のジミーの頬の蓄積色を， I人生の喜びによって深
められ，健康がまさに花開いたものだったJ (38) と語っていた。ここで
はしかし，その蓄積色に対して疑念を呈している o I頬を塗ったのかどう
かJ，I奇妙な魔術」によるものなのか，と語り手は極貧のジミーの頬の蓄
積色がとても信じられない。明らかに健康によるものではなく，このよう
な血色のよさの必然性が語り手には理解できない。
ジミーが昔と変らず持ち続けているものは，しかし，蓄積色の頬だけで
はない。「豊かな微笑」も昔のままだ (34) ，と言われている O また，次
にみるように，ジミーはお茶の席のために文化情報を積極的に学んで、いる
(34)0 彼は昔と変らず，紳士として，社交的・文化的であり続けようと
している O 経済的・体力的には衰えたとはいえ，ジミーの社交への意欲は
変らない。そして，壁紙の語りにおいて，蓄穣は文化と結び付けられてい
た (37)0 頬の蓄額色は，ジミーに残る文化への意欲を暗示すると思われ
るD
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だが，その一方で，ジミーは事実上の物乞い生活を余儀なくされ，彼の
社交が実は形骸化していることも事実なのだ。「頬を塗ったのか」という
語り手の疑問は，蕃被色の頬を保つ健康上の必然性が見出せない以上，頬
の色は表面だけに過ぎず，蓄積色の表す彼の文化，すなわちここでは社交
術が，表面的なものにとどまっていることを暗示する o ジミーの社交は今
や，食べるために上流家庭を訪問する際の方便に過ぎなくなっている O
彼の生活をみよう O お茶の席へ向かうジミーは，街のあらゆるニュース
を用意し，図書館への出入りを許されてヨーロッパ情勢や，内外の文学の
知識を身につけ，機会があればそうした知識を披露した。しかし，訪ねる
家によっては，主人の機嫌を損ね，迷惑をかけたりしないように，お茶の
時間だけの訪問だった，と語り手は言う (34) 0 昔のジミーは，ホスト役
として客を喜ばすために意を砕いたが，今となっては，事実上施しを受け
る身の上を知り，迷惑をかけてはならない客として気を遣っている D
ジミーの気遣いはこれだけではない。お茶の席で紅茶を大いに飲み，パ
ンを食べるのはジミーだけで，語り手はそうした姿を寂しく思う D そし
て， rジミーもそのことをよく分かつていて，奥さんとの会話を盛り上
げ，まるで，ただ習慣のために食べるのであって空腹のためではない，と
いうように，ある種上の空の態度で熱心に口に運ぶことで，哀れなジミー
は飢えを隠そうとしたものだ、った」と語り手は見ている (34) 0 実際のと
ころ，ジミーの振舞いの目論見は完全に透けて見えてしまい，折角の気遣
いもここでは空振りに終わってしまっているようだ。ここで語り手はま
た， r哀れな，哀れなジミー一一われわれすべてを神が守られんことを
一一哀れなジミー・ローズ」という祈りの言葉を繰り返さずにはいられな
い (34) 。
ジミーの変らぬ頬の蓄穣色は，彼に残る社交的，文化的な要素を象徴す
るが，今となっては， r頬を塗ったのか」と疑われるほど，表面的なもの
に過ぎない。今度は施しを受ける立場で，ジミーはお茶の席のために話題
騎士志願者の憂彰　　225
を用意し,知識を広げるが,彼の社交は主人役への気遣いに終始する｡か
ってのジミーは女性のために喜んで活躍の場を用意していたが,今や彼の
社交術や文化情報は,日々の程を手に入れるための,いわば生活手段と化
してしまっている｡頬の番夜色とともに,彼の社交術も表面的なものへと
成り下がり,その意図を見透かされている以上,ある意味否定されている
と言っても過言ではあるまい｡
14.時代遅れの軍人調
帰ってきたジミーの口調の軍人調は,女性には時代遅れと感じられる
(343)｡語り手はまずこの点に言及し,次に,一般論としてこの時代の
人々が,軍人に至るまで平和を好むことにふれ(343),戦闘的精神の衰え
を暗示する｡そして,ジミーの社交が形式的なものとなって上滑りしてい
ることがここでも語られる(344)｡
まず,語り手は,戻ってきたジミーが変らず女性賛美者である点に言及
する｡同席の女性たちほお世辞を言われたが,ジミーの最晩年には, ｢若
い婦人たちは,彼のお世辞は三角帽や半ズボンのように-いや,質屍に
入った肩章や銃帯のように-時代遅れ(musty)と感じるようになって
いた｣｡語り手は, ｢それは,ジミーの話しかたには抑制された軍人調が今
なお残っていたからだ｣,と言い,ジミーがかつてアメリカ州軍の将官(a
general orthe State militia)だった,という事実を明かす(343)｡
ジミーのお世辞の｢軍人調｣が,若い女性には,古い軍装品と同様に古
風とされる裏には,おそらく, ≪武力≫の持つ意味の変化があるのではな
かろうか｡開拓時代や植民地時代とは違い,平和な都会ではもはや腕力,
武力といった肉体的･男性的な力で身を守る必要はなくなっている｡軍事
力は対外的には重要であっても,都会の中で日常的にこうした力に依存す
る必要はない｡女性は普段の生活の中では,男性の保護を受けなくとも身
の危険はなく,その結果軍人を想わせるこうした要素は,尊敬の念を呼び
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起こすどころか,古風と思われている｡語り手の言及する軍装品のひと
つ, ｢三角帽｣は原語Cockedhatsで, cockはもちろん鶏だが,それはま
た男性的な性的象徴をも意味する｡時代遅れのもののひとつとしてこれが
言及されていることは,単に軍事力･武力の一例としてだけではなく,女
性の活躍に対して,男性の勢いの衰えをも暗示しているように思われる｡
語り手は次に, ｢こうした将官の地位には,ある運命が潜むようだ｣,
｢将官から乞食に身を蜜した例は二,三にとどまらない｣,と続ける｡そ
の理由として,語り手は, ｢軍人的ではない心-すなわち優しく,平和
的な心-を持つ人のこのような軍人的傾向は,虚しい見せびらかしへの
軟弱な愛好を,示すものではなかろうか｣と考えるが,すぐに｢だが,十
中八九までそうではない｣と自ら否定する(343)｡
将官について一般的に論じているはずの語り手は,彼らのうちの何人か
が,本来｢軍人的でない心｣を持っていることを前提に,そこに｢軍人的
傾向｣が入り込む,と考える｡軍人といえば,常に戦いへの心構えを忘れ
ず,緊張感を持ち続ける印象があるが,ここでは基本的に｢やさしく,平
和的な心｣を持つとされている｡語り手はここで,平和を愛する心が一般
的に広がり,普段から戦いに備える緊張感が失われている,十九世紀中頃
.i4)
の軍人精神に言及している｡それは,仮にヨーロッパで言えば,かつての
騎士のような尚武の精神が失われていることを,意味しているように思わ
れる｡上述したように,もはや都市社会では日常的に≪力≫によって身を
守る必要はなく,女性は軍人調を時代遅れと見ているが,その背景には平
和な世の中があり,男性の精神も平和を愛好するようになり,緊張感も薄
れ, 《武力≫の意味は日常レベルでは弱まっている｡
こうした時代にあって,なおもジミーは女性に対する　《紳士≫的な振る
舞いをやめない｡彼は多くの家を訪ねるものの,必ずしも歓迎されるとは
限らず,年一回の訪問となるところもある｡そういうところでは,毎年,
｢花の咲き誇るようなフランセス嬢とか,アラベラ嬢｣とかに会うと, ｢み
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じめな古い上着を着て深いお辞儀をし,自分の柔らかな白い手で,相手の
手を騎士のように取り,ジミーはこう言う, 『ああ,アラベラのお嬢様,
これらの宝石はあなた様の指に輝いております｡しかし,あなたの瞳とい
うさらなる輝きを放つダイヤモンドがなかったなら,これらの宝石ももっ
と輝いていたことでしょうに』｣ (344)｡ ｢騎士のように｣手を取る,とい
う表現からは,昔のように女性を大切にする気持ちを読み取ることができ
るが,ジミー自身の手が令嬢さながら｢白く柔らか｣いとされている点か
らは,男性的な印象は薄い｡騎士的な女性奉仕も,今や形だけになってし
まっている｡
深いお辞儀をし,騎士のように手を取り,令嬢の美しさを称える,とい
うパターンは毎年繰り返されていた｡そして挨拶の言葉も,相手の宝石を
称え,その宝石もあなたの瞳にはかなわない,と相手を称えるもので,こ
れ自体はジミーのオリジナルなのかもしれないが,その発想自体型通りの
35)
挨拶であろう｡ジミーの社交,とりわけ女性奉仕が,このような形式に支
配されていた,と語り手は尻めかしている｡とすれば,彼の女性崇拝もも
はや機能せず,また,すでにみた通り,ジミーの訪問が結局のところ空腹
を満たすためのものであったとするなら,彼の社交術も形だけのものと終
わらざるをえない｡
平和な社会にあっては,軍隊を思わせるものはすでに時代遅れと見なさ
れ,軍人の心までも平和を求めている｡社会は, 《力≫がものを言う,い
わば男性社会ではなくなっている｡女性は男性の保護を必要とせず,かつ
てジミーが活躍したような騎士道的文化の成り立つ状況ではない｡その中
でジミーの女性崇拝は空回りし,わずかな《武力≫の名残り,言葉の軍人
調までも否定されている｡
15.ジミーを看取った女性
晩年のジミーの思い出の最後に,語り手は彼の最期を看取った女性のエ
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ピソードを伝える｡彼女は真面目にジミーを看護するが,見舞いの品は最
期まで紳士でいたいジミーには悲しいものだった(344)｡このエピソード
を通じて,語り手はこの時代の女性の地位の変化を暗示し,その結果とし
てのジミーの運命を語る｡
語り手は,たとえ無一文であっても, ｢汝,ジミーにはそれでも,金持
ちに与える施しはあった｣と言い,虚栄の人は強くお世辞を求めるもの
だ,と言う｡この金持ちに対する一般論から,話題は唐突に女性に移り,
｢だがすべての女性の虚栄心が強いというわけではない｡すなわち,虚栄
心をすべて優しさで補うよりむしろ,虚栄の方向に傾く傾向はあるとして
も,である｣と語り手は続ける(344)｡語り手はどうやら女性に対しては
やや厳しい見方をしているらしい｡ ｢すべての女性の虚栄心が強いわけで
はない｣とは,前碇としてほとんどすべての女性が虚栄心の虜だ,という
印象を与えるし,そのあとも,虚栄心を優しさで補うより結局それにとら
われやすい,と言っているように響く｡女性と虚栄心は切り離せない,と
語り手は思っているようだ｡しかしあからさまにそうは言いにくいのか,
語り手の言葉は非常に唆味である｡
続いて語り手は, ｢ジミーのまぶたを閉ざした優しい女性が,そういう
女性だった｡富裕な市会議員の一人娘だった彼女は,ジミーのことをよく
知り,ジミーの晩年の世話を焼いていた｣,と言う(344)｡語り手の言葉
に素直に従って読んでゆくと,最後までジミーの世話をしていた女性は,
結局虚栄心を克服しきれない,そういう女性,ということになる｡語り手
はここで,女性一般,あるいはこの女性を,虚栄心-と結びつける伏線を
張っている｡
晩年のジミーの身のl口1りの世話をしたこの女性は,ゼリーやプラマン
ジュを運び,寝返りを打つこの｢哀れな老紳士｣に手を貸した｡生涯変ら
ずに女性の擁護者であり帰依者でもあったジミーには,この女性の介護を
受ける資格があった,と語り手は言い(344),ここでもジミーを｢紳士｣
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と呼ぶ｡ジミーのこれまでの女性に対する態度と行動を考えれば,これは
当然と言えよう｡
ジミーの世話をしていたこの女性のように,十九世紀のこの時代では,
とりわけ教会関係の慈善的活動において,女性が家庭を離れて活躍する機
会が多くなっていたのであろう｡もはや女性は,家庭に縛られ,男性に従
属するばかりではなく,その活動範囲が社会的に広がっていたことを示し
ている｡すでにみたように,婦人たちがジミーの軍人調を時代遅れと思っ
た(343)背景には,こうした事情があるのかもしれない｡社会環境の整
備により,女性はもはや男性の力や武力に守られる必要はなく,すでに家
庭外にも活躍の場を持っているのだ｡ところで語り手の語り口は,この立
派な活動をしているはずの女性に対して,やや辛殊とも思える｡
ここで語り手はまたしても,意味ありげな言い方をする｡この女性とジ
ミーの｢ひとつのささやかな出来事｣を紹介してもよいか分からない,
しかしそれはこの二人にとっては迷惑になるものではない,と彼は言う
(344)｡
そのエピソードとは,語り手がジミーを見舞った折,この女性が気を利
.'if))
かせて席を外してくれた時のことだ｡彼女はすでに,食べるものと書物な
どの見舞い品をジミーのもとに届けていた｡ジミーはこの娘が部屋を出て
ニr7)
行くと,そうした書物を部屋の反対側の角に投げつけ, ｢あの娘はなぜこ
んな悲しいものを私のところに持って来ようとするんだろう｡私を貧者だ
と思っているのか｡ "貧者の膏薬''で紳士の心を癒そうと思っているのか｣
とつぶやく｡この言葉が死の床にあると思われることへの反擬からか,自
分の惨めな状況への苛立ちからかはわからない,と語り手は言い(344),
ここでもあの祈りの言葉をもう一度繰り返している(345)0
ジミーはこのように落塊れ,死の床にあっても,一貫して｢紳士｣であ
りたいと願っている｡しかも語り手が推察しているように,死が迫ってい
ることも,惨めな状況であることもわかっている｡この女性が持ってきて
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いたのは, ｢危険な状態にある重病人に,真面目な篤志家が贈るような種
類の,書物やおいしいもの｣だ(344),と語り手は言う｡それはやはり,
病人用のものに過ぎず,逆にジミーには自分の置かれた状況を痛感させて
しまうのではなかろうか｡心を尽くしての贈り物のはずが,実は型通りの
見舞い品のため,ジミーには励ましにもなっていない｡そして｢紳士｣と
して女性に接したいはずのジミーには,自分の気持ちが理解されず,ただ
の貧窮者,ただの病人としてしか扱われていないことは,この上ない悲し
みである｡この娘の見舞品はあまりにもセンチメンタルで,ジミーはそれ
3と;)
に腹を立てている｡ジミーは死を前にして, 《紳士≫でいることはできな
い｡
このエピソードに入る直前,語り手は女性一般について,優しさで虚栄
心を補いきれない,と受け取れる言い方をし,この女性も例外ではない,
と言っていた｡この点を考えると,この娘がジミーの介抱に尽くしている
その動機は,怪しいものとも思えてくる｡語り手の言葉が,そこに虚栄心
を暗示していると考えられるからだ｡身寄りのない,しかも死を目前とし
ているジミー-の介護という,立派な仕事をしているはずのこの女性に対
して,語り手はかなり批判的である｡ここに至って, 《女性≫は,実は虎
栄と感傷の虜となり,ジミーの考えなどは理解せず,彼をただの貧乏な病
人にしてしまう｡拝金主義･実利主義への時代の変化にともない,上流文
化自体が廃れてゆく世の中で,かつても,そして今も,ジミーがその熱烈
な崇拝者であるはずの女性達も,彼の味方とはならなかった｡ある意味,
ジミーは女性に裏切られ,彼の悲劇の一端はここにある｡
このエピソードを語り終え,語り手は涙を流しつつ,ジミーの死を告げ
る(345)｡金万能の世の中での経済的な厳しさに加え,最後まで女性賛美
者でいようとしたジミーは,社会の変化により必然的に,さらに厳しい現
実を目の当たりにしなくてはならなかった｡平和な社会では女性は男性の
保護を必要としない｡社会に進出している女性は虚栄心と感傷に囚われ,
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もはや≪紳士≫をめざすジミーの心情さえ否定されてしまう｡最後の最後
で彼に突きつけられた現実はこのように厳しいものだった｡
16.再び｢孔雀の間｣で
物語の最後で語り手は｢孔雀の間｣に座り,ジミーの生涯について思い
を巡らしている｡ジミーの破産のとき,会いに行った語り手へかすれ声が
返ってきたのはこの部屋からだったこと,そしてそのときピストルで脅さ
れたことが,ここで明らかにされる｡ ｢華々しく威勢のよい貴人の経歴｣
の後,ウオーリック卿のように大盤振舞いをした街で,彼がどのようにし
て｢這いつくばるような暮らしに甘んじられたか｣,お茶とトーストを物
:3[))
乞いのように求める生活に甘んじられたのか,考えずにはいられない,と
語り手は言う(345)｡
ジミーの破産後の社会復帰については,語り手は≪運命≫ということに
重ねて言及していた｡また,すでにみてきたように,語り手の口からは時
代の変化が語られていた｡時代は商業主義,拝金主義の方向に進み,女性
の地位は向上し男性優位の文化が衰えつつある｡ジミーの社会復帰が運命
で,破綻後も文化人でいようとしたのなら,彼の物乞い生活も必然的なも
のということになろう｡ジミーはどうしても社交人でいようとした｡どう
しても紳士でいたかった｡しかし,その社交術は上滑りし,軍人調は古風
とされ,死を間近に控えた最後の最後になって,女性は,あるいは時代の
流れは,彼を貧者としてのみ扱い, 《紳士≫　とは見なさなかったのだ｡
語り手はこの部屋の壁紙の色越せた孔雀たちを見るたびに,ジミーの栄
光と没落を思う,と言う(345)｡文化の擁護者エステルハ-ゼ候に擬えら
れていたこの孔雀たちが色越せてしまった今,語り手はおそらく,宮廷的
な文化の衰退を思い,その根底にあるはずの,女性の活力と反比例する男
性の勢いの衰えを,ジミーの歴史と重ねている｡そして,語り手は,孔雀の
絵柄の間を縫うように描かれた｢四季咲き(perpetual)｣の蓄夜の花森を
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見るたびに,ジミーの頬の不滅の蓄彼の花を思い出す,とも言う(345)｡
花を絶やさぬ蓄蔵のように,破綻後の冬の季節にもジミーの頬はその色合
いを失わなかった｡壁紙という装飾文化を代表するこの蓄飯の花と並列さ
れることで,ジミーの頬の蕎夜色も　≪文化≫　という意味を担う｡語り手は
ジミーの番彼が,すなわち彼の《文化≫が不滅のものだと言う｡彼は,ジ
ミーの文化が不滅であってほしいし,そう信じたいのだ｡
物語の最後で,語り手は, ｢あの世に移され,つらい過去はすべて忘れ,
神よ,ジミーの蓄蔵を永遠に生きながらえさせんことを｣と祈っている
(345)｡すでに語り手は知っている｡この世ではジミーは,紳士ではい続
けられない運命だったことを｡せめてあの世では彼の蓄蔵が,文化が, ≪紳
士道≫が,いつまでも続いてほしいと,語り手は祈っている｡
結論にかえて
この作品では,語り手はジミー･ローズを紹介するに先立ち,時代の流
れと文化の構造に言及する｡ジミー自身は,女性に奉仕する男性中心文化
の擁護者でもあり,その文化の運命を生きる人物でもある｡没落以前の彼
は,騎士を思わせる女性崇拝者として《文化至上主義≫を機能させてい
た｡彼の破綻は,金を至上の価値とする時代の中での, 《文化至上主義≫
の運命でもある｡破綻後のジミーは,語り手が言うように,運命に導かれ
て上流社会に姿をあらわし,男性中心の文化の運命を自ら演じることにな
る｡貧しくも紳士でいたいという彼に対し,社交術は上滑りし,軍人的な
面は時代遅れとされ,その願いもかなえられず,ジミーは,かつて擁護し
崇拝した女性一一般から裏切られる形で失意の死を迎えることになり,古い
文化の運命を体現する｡
拝金主義と実用主義の十九世紀のアメリカにあっては,かつてのヨー
ロッパ中世のような,男性の保護による女性崇拝の文化はもはや成り立た
ない｡平和な社会は《武力≫を無用のものとし,男女を問わず人々は平和
騎士志願者の憂欝 23 
を求め，戦いを忘れている。少なくとも，この作品の舞台のニュー・ヨー
クでは，かつての開拓時代や植民地時代とは違い，社会は安定し，力がも
のを言う男性優位の状況ではなくなっている O この意味で社会はいわば
〈脱男性化)，あるいは〈女性化〉しているといえよう D ジミー・ローズ
はこうした時代にあって，富裕階級の一員としてはかつての男性中心・女
性奉仕の文化を志向し，破産後も社交界に戻るが，男性中心文化の没落の
運命を演じることになる。
ジミーの旧宅とその壁紙を通し，語り手はこう.した，いわば〈古い文
化〉の構造を語る。意匠を凝らしたこの建物の地下には軍事的イメージが
描かれ， {武力〉が〈文化〉を支え，女性的な蓄額に彩られた壁紙の鳥達
は男性の文化擁護者エステルハーゼ公に擬えられる D ジミー・ローズは女
性のために夜毎の宴席を設け，十九世紀アメリカの文化擁護者の役割を演
じていた。力と女性奉仕，という意味で彼は〈騎士〉を目指す人物だ、った。
男性的なものが廃れつつあるこの時代において，ジミーはこうした意味で
の反時代的な文化愛好者であり，語り手はジミーを理解し，否定的な面を
含めて彼の人となりと運命を語っている D
破産後に社交界へと復帰したジミーには，自ら文化を作り上げる財力は
もちろんない。時代の流れの中で彼は，自分が目指していた〈古い文化〉
の終震をその身をもって示している D かつて女性に奉仕することを喜びと
した彼は，事実上の物乞い生活の中，社交術は空回りし，軍人調を時代遅
れとされ，女性にはもはや〈紳士〉として扱われない D 彼の最期を看取っ
た女性にも，貧しい老人としてしか扱われず，嘆きの声を語り手にぶつけ
るしかない。社会に進出した女性の側では，センチメンタルな対応しかで
きない。ある意味彼は若い頃奉仕した女性から裏切られることになる o
彼の戻った平和な社会では， {金〉が万能とされる一方で，男性的〈力〉
はかつてほどの意味を持たず， {古い文化〉を〈力〉が支えるという構造
は，すでに成り立たない。帰って来たジミーは，いわば〈男性文化〉の崩
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壊を突きつけられる運命となってしまった｡ジミーの悲劇は,社会の繁栄
と安定に必然的に伴う,男性的要素の否定の物語とはいえないだろうか｡
Notes
1)この作品は,おそらく1854年の夏に書かれ, 1855年11月1日号の『ハーバース』
誌Harper'sNewMonthlyMagazine (ll : 803-7)に掲載された.当時『ハー
バース』ではメルヴイルにページ5ドルを支払っていたため,メルヴイルはこ
の作品で20ドルを手にした,と考えられている｡ Newman, 255.なお主人公の
ジミー･ローズ(本名ジェイムズ･ローズ)は本来ならばローズと呼ぶべきか
もしれないが,語り手がジミーと呼び慣わしているので,野間正二氏の先行論
文にならい,本稿でもジミーまたはジミー･ローズと呼ぶこととする｡野間, 239
(注4).
2)ニュ-マンが何人かの批評家を引用しながら述べているように,この作TLT-i11の語
り手の家庭環境の設定は｢林檎材のテーブル｣, ｢私と煙突｣と同じで,語り手
は若い妻,二人の娘,女中のビデイと暮らしている｡語り手の名が明らかにさ
れるのはこの作品だけである｡ Newman, 258.
3)本文中の括弧付きの数字は,すべてMelville, "JimmyRose"からの引用ページ
数を表す(文献表参照)｡本稿で｢ジミー･ローズ｣のテキスト内容を引用する
場合は,直接引用･内容の要約を含め,煩雑を避けるため,引用ページ数は,
同一箇所(同･ページ)からの引用の最後にのみ表示してゆく.引用文の翻訳
にあたっては,杉浦訳･原訳を参考にさせていただいた｡
4)この作品ではジミーが軍人であり,女性に奉仕し,語り手により騎士志願者と
の関連が状めかされている点を,筆者は騎士的と考える｡実際の騎士像とは完
全に一致するわけではなく,差異があることをお断りしておく｡騎士の起源に
ついて,クランシャンは, ｢騎十制度は, ……キリスト教がゲルマン諸部族の昔
の元服者からHiた兵士階級と,ヨーロッパで偶然出会ったことから生まれたの
である｣とする｡クランシャン, 21.また,寡婦･孤児･貧者の保護がその義務
の一つだった,としている｡クランシャン, 53-57.このように,騎士はいうま
でもなく本質的に戦士であるo騎士と女性について,プルフインチは, ｢彼ら(-
騎士を目指す小姓)はごく幼少の頃から,宮廷内の婦人の一一人を心の愛人とし
てきめるように勧められ,少年のあらゆる感情,言葉,行為をその人に結びつ
けるように教えられた｣と説明している｡ブルフインチ, 17.ホイジンガは騎士
に対する女性の存在を重視し, ｢もしも,女性への愛が,燃えさかる熱情となっ
て,この感情と理念の複合体に生の暖かみを与えなかったらば,騎士道は,一一･
つの生の形式まで高められることはなかっただろう｣と言っている｡ホイジン
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ガ, 171.このように,特定の女性への奉仕は実際に騎亡の使命の一つとされる
が,ジミーの場合は女性一般への奉仕を心がけている｡
5)救いのない悲観論は場違いな楽観論同様不適当,という結論に達していたメル
ヴイルは,こういう考えをもつ老人に｢ジミー･ローズ｣の語りを託した,と
デイリンガムは考え,語り手は交互に喬夜色の眼鏡をかけたりはずしたりしな
がらものを見ている,と言う｡彼は目に見える世界を対象化し要約し,その主
観で物語におけるジミーの旧宅の機能が決まる｡暖かさと冷たさの融合を表す
この家に惹かれる語り手は,没落や死という変化の否定b-だけでなく人生の暖
かさも忘れず,この家を通して自分の人生観を実証する｡
そして,ジミーの欠点を語りつつも暖かさをかきたてる語りに,デイリンガ
ムはジミーにメルヴイル自身の家族の探求を見,中でもメジャー･トマス･メ
ルヴイルの面影が濃い,と指摘する｡
番教のもつ意味に関して,デイリンガムは｢蕎彼一輪,二輪｣ "ARoseor
Two"と題された11編の詩を分析し,死から再生へのサイクルのヴィジョン,光
と闇が対等におかれている点を指摘し, ｢ジミー･ローズ｣はこの信念に基づく
とする｡ジミーの物語は事実上,それぞれ赤番枚で表される暖かい前半生と雪
に象徴される冷たい後半生の二部構成で,前半では副次的な冷たさは,後半で
は支配的となり,暖かさは頬の番夜色のみとなる｡
こうした二部構成は,語り手の∴部的ヴィジョンにも見られ,彼は美と暖か
さの生活にはっきりと恐怖を見てもいる｡語り手は,当時のメルヴイルのもの
の見方を反映し,そのため｢ジミー･ローズ｣は相反するものを和解させるよ
りも混ぜ合わすような,溶液というよりも懸濁液のような作品となっている｡
語り手にとってジミーの蕎彼が意味していたのは,暖かさと冷たさを知る能力
であり,メルヴイルは彼によってイシュメイルを思い起こさせたいと考えてい
た,とデイリンガムは論じている｡ Dillingham, 296-318.
6)フィッシャーは,キリスト教を歴史的に捉える高等批評(HigherCriticism)
に批判的だったメルヴイルの立場が｢ジミー･ローズ｣に示されているとし,
この時代のアメリカにあっては,不死の約束･魂の復活の約束はもはや効果を
もたない,と考える｡フィッシャーはこの作品を,人を習慣や地位から追い立
てる社会の変化の速さに関するものとし,描かれた家･装飾の変化と,語りに
メルヴイルの意図が表されているとする｡
かつてのジミーの家には,商業的･功利的関心が以前の洗練された暮らしを
駆逐する様が描かれ,説教壇が取り外されるなどの点は,アメリカの教会の変
化を表し,室内彫刻は古代の豊能神を思わせ,東洋の宗教を暗示している｡
語り手は他の家族のアメリカ的趣味に対し,フランス趣味とヨーロッパ的な
価値観による保守的姿勢を保つ｡壁紙の中心は,ジミーを思い起こさせ,キリ
スト教的なシンボルでもある蕎彼である｡メルヴイルは,そのキリスト教の歴
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史的解釈に批判的だった｡番夜はまたキリスト教以前のアドニス･オシリス･
ディオニュソスとも関連するo　メルヴイルはジミーを,時代を超えた大きな人
物に見せたかったかもしれないが,彼はアメリカの変化を受けずにはいられな
い｡
宴席でのジミーは,社交の中心であるとともに伝道的な中心だが,その最後
の場面ではジミーも客も非常に表面的な態度を見せるo　フィッシャーはこれを
高等批評への批判と捉え,この批評が下層地域にまであまねく浸透したことを
表す,とする｡
中国帰りの船の沈没によるジミーの破産は,東洋の宗教がもはや善をもたら
さないことを表し,語り手にこれを知らせるかつての客の態度は,現代社会の
無意味さを表す｡復帰後のジミーの知人訪問は,かつての宴会の生活のパロディ
とされ,ジミーはその微笑で自身を敗める｡番微は売春婦のシンボルでもあり,
ジミーはそのようなものに成り下がっている｡
ジミーは時代の病の兆候であり,犠牲でもある｡没落後は日己の吋能性を発
揮しきれず,抜け殻のようになっている｡病床でおそらく宗教的な激励の畜物
を投げ捨てるジミーは,みせかけだけの幻滅しきった偽善者であり,本来の彼
自身からかけ離れ,キリスト教も本来の意味からかけ離れている｡
メルヴイルはこの作品を通し,形而上的真理を教えるキリスト教が物質的･
機械的な社会に受け入れられていないと考え,その衰退を悲しむ｡それを失う
ことは想像力と希望も失うことになるからだo教会が生き残りのために社会に
迎合してしまっている,という不快な兵椎をメルヴイルはシンボルと暗示の術
後に隠した-概ねこのようにフィッシャーは論じているo Fisher, 133-45.
7)トウツトは,メルヴイルが個人的な問題を想像力を駆使して描いている,と彼
の短編小説を評価し,そこには,アイデンティティを理解も評価もしない社会
から身を引くか,妥協するかを迫られた,疎外された者たちのジレンマ-の,
慎重で人間的な視点が示されている,と言う｡
貴族的なジミーに対し,流行の世料ま偽物であるo　この物語の道徳的な意味
の考察には語り手の態度が鍵となる｡破産時40才だったジミーにはやり直しの
可能性はなかったのか｡この点には,物語全体を象徴的に支配する孔雀と番彼
を検討する必要がある｡〕過去を敬い現代性-は抵抗し,底の浅い社会を姐通す
語り手の壁紙-の見方は,ジミーと社会への彼の態度を反映する｡龍のような
菱形に--羽ずつ入った孔雀は人間の虚栄･孤独･無常を表し,浮薄な友人達を
表す｡一方欝彼は貴族の徴であり,ジミーを社会適応不能とするイノセンスと
彼の活力とともに,ジミー自身を表す｡ジミーという蓄夜はそういう仲間の中
で咲く｡
ジミーは独善的で利己的な友人達の調停役であり,楽しみを与えることを楽
しみとし,集まりを魅ノJ的にしたが,友人達はこうした彼の特質に気づかない〔)
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破産後もジミーはこの特質をもち続け，お世辞や知識で身をもってお茶のお返
しをするが，この努力は報いられず，語り手は友人達に批判的だ。しかし，ジ
ミーが手厚く扱われるのはなぜか，という疑問が出てくる。これについては彼
の置かれた社会的特殊性を検討しなくてはならない。
貴族的なジミーが，アイデンテイティを失わせる商業・産業主義のニュー・
ヨークで活躍すること自体，説得力に欠ける。ジミーは南部紳士にこそふさわ
しく，伝統に欠ける北部社会では孤高で場違いである。メルヴイルは逆説の効
果を出し，まずジミーの特質は都会で際立つと彼の価値は高まり，また語り手
の祈りはジミーとその世界への共感を表し，孔雀(友人達)は最も哀れむべき
存在ということになる。ジミーの人間的価値を見出せないのは友人達の欠点で
あり，彼らは物質的な価値に導かれた社会の愚かさを反映している。この物語
は破産貴族の悲しい肖像であり，アメリカ的な性格の欠点を描いている，と
トゥットは言命じている。 Tut ，28 - 32. 
8) ピクリイはこの作品は哲学的には取るに足らないものながら，人間の知覚と認
識の限界を入念に表現した皮肉だ，と言い，この作品の中心はジミーよりもむ
しろ語り手だとする。ピクリイはこの作品がアーヴイングの「リトル・ブリテ
ン」に多くを負っている，と言い，両者を比較し，語り手の懐旧的な面や競争
や労働倫理を認めない点，書き出しの類似，それぞれニュー・ヨークとロンド
ンの変化を背景としている，といった共通点を挙げ， Iジミー・ローズ」では経
済のもつ危険が特に表現されている，と指摘する。そして，この作品では，語
り手は長年ジミーに同化しており，これ見よがしの不自然な社会に対するジミー
の魅力を語っている。語り手は宴会の模様を語り，ジミーの魅力と興奮を身体
的特徴とのバランスを取りながら語ってゆく。没落後のジミーへの語り手の祈
りの言葉は，物語り全体を通して脈打つセンチメンタルな鼓動と捉えられ，語
り手は自分自身を哀れんでいるようだ，とピクリイは指摘する。そして，没落
後のジミーに慈善に頼る面があったことを語り手は認めようとせず，それは自
分の浅薄さと社会への不適応を認めることになるからだ，とピクリイは論じて
いる。 Bickley ，45 - 48. 
9 )ジェフリーは『白鯨』失敗後の短編小説をイシユメイルのテーマの作品群と考
え，チェイスの言葉を引きながら，レイチェル号との遭遇後のイシュメイルは
より低いがより安定した存在レベルで世界に適応し，ジミー・ローズに姿を変
えた，と主張する。彼はジミーの没落後から物語の分析をはじめ，奇人として
見なされるジミーの正気は奇妙なもので，少なくとも半狂乱の彼は，現実を否
定し，過去の中で生き，自己の誤謬性を否定している，と言う。語り手自身は
ジミーが正気に戻って訪問を始めたというが，語り手は真実を避け道徳判断を
避けており，彼の正気は怪しい。語り手は作品を通し，社会・ジミー・家など
について，道徳的解釈を試みるが，彼のヴィジョンは感傷性と老年に曇らされ，
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完壁に信頼できるとは言い難い｡語り手とジミーには,現在に適応できず,自
分自身を過去に結びつける共通点がある｡語り手も過去の生き残りなのだ｡ジ
ミーのパーティーの描写で語り手は過去への憧れをさらけLLtiL,この描写は自
分白身が一貫して非難する社会へと語り手を結びつける｡語り手自身もこのパー
ティーに参加する一人であり,彼の価値観も客達同様,うわべのものにすぎず,
ジミーだけでなく,語り手も本質と表面を区別できない｡一貫してジミーの唯
一の真の友であり,貧困のジミーから離れなかったように装う語り手だが,実
は25年間ジミーには会わず,その間彼を養った人達を非難している｡ジミーの
貧困についての語りは,物質的でうわべだけの社会での彼の立場を表すに過ぎ
ない｡表面的にはジミーに同情しつつも,人々がジミーの運命を免れることを
祈る語り手は,神に銀行預金を守るよう祈っているに過ぎない｡社交界の　一員
であり,物質的でもある語り手には,ジミーの行動の理由も狂気の原因も分か
らず,彼はジミーの貧困を非難する｡ところがジミーの方は友人の裏切りで狂
気に陥っている｡メルヴイルはこの点を,没落時の語り手のジミー訪問で明ら
かにしている｡イシュメイルの救い｢手絞り｣は社交的ジェスチャーに過ぎな
い.ジェフリーは概ねこのように論じているo Jeffrey, 69-72.
10)ガルガ-ノは,この作品を,ジミーの富裕と名声からの転落と逆境への勝利の
リハーサルどころではなく,必要な道徳的成長なくして転落に適応した男の,
思いやりはあるが感傷的ではない物語だ,と考える｡
この作品の設定は,意味の理解の鍵となり,ジミーの旧宅の描写は,非常に
気取って装飾過剰なフランスの貴族社会から趣味を借用した,アメリカ社会の
富と表面性を強調する｡すべてが借り物で,外見的な魅力は成功と趣味の宣伝
に過ぎず,その結果,派手な外観は本物と見誤られ,番彼と孔雀は上流気取り
の象徴であるo　ジミ-はこの表面的な世界の代表であり,いわば社交的マネキ
ンとなっている｡
ジミーの機知を剰窃と呼ぶ語り手は,その無意味さを知る｡婦人の乾杯の辞
へのジミーの涙も表面と本質を区別できない証明であり,彼の感情は場違いな
感傷に過ぎない｡彼の破産によりこの世界の不実と軽薄が露になる｡この転落
はジミーを社会を超えて成長させ,道徳的革命をおこさせてもよいものだが,
ジミーは以前と同じように社交界に戻ってしまう｡忘恩･利己の罪を自覚する
かつての友人達へのジミーの真心は感動的だが,魂の成長の機会は失われた｡
そしてジミーは最期まで現実と向き合わない｡死の床の場面は,彼が以前の模
倣的生活以上の成長をしていない証明で,本を投げるのは,不自然な価値を拒
絶するゼスチャーにすぎず,彼は自己認識を拒み最後まで自分を大公と思い込
む｡
一方,語り手はセンチメンタリストではなく,語りは若い頃の模倣的で,気
取った,思いやりのない世界を暴露する｡魅力を備え,自身の気前よさの犠牲
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であるジミーへの描写は押さえ気味だが,語り手はジミーの剰窃を指摘するな
どし,社会の虚栄への彼の迎合を示し,一般論の形で州軍の将官が虚栄を好む,
と言っているのは,ジミーの虚栄への衝撃的なコメントだ.語り手が,友人達
のように濁されることなく,当時の阿諌追従の傾向を共有していると考えれば,
この作品は最もよく理解される｡語り手はジミーの性格と,彼が社交界を乗り
こえようとしなかったことを正しく捉えているo Gargano, 276-80.
これに対し,スレイクーは,語り手は道徳的な基準を示すと考えるべきで,
それによって対照が示され,皮肉の効果を高める,と反論している｡ Slater, 273
-75.またチェイスは,ガルガ-ノとは逆に,ジミーを勝利の中に建った人物,
と見ている｡ Chase, 268.
ll)例えばトウツトは,この作品を｢ベニート･セレ-ノ｣, ｢バートルビ｣, ｢ヴァ
イオリン弾き｣とともに複雑で入念に構成された作品としている｡ Tutt, 29.そ
れに対してワゴナ-は,この作品を一番面白くないものの一一一つとし,実は作者
さえも白分の意図に納得していない,ひらめきのない模倣的作品として読まれ
ている,と言っている｡ Waggoner, 78.
12)この古い家に修理の手が加わりちぐはぐな様相を呈している点をとらえ,アダ
ムスは,性質の表れとして外見を信じる誤り,というこの作品のテーマを裏付
ける,としている｡⊃ Adams, 273.筆者には時代の変化の表現と思われる｡
13)フィッシャーは,この表現から,梁の色を｢インド起源｣と解釈し,東洋の宗
教との関連が言及されている,と考える｡ Fisher, 136.しかし,聖堂騎Ll寸卜
戦列艦との関連を考えると,アメリカ･インディアンという　《強い者》に言及
しているように思われる0
14) 1099年に十一字軍により聖地は回復されたが,その後巡礼の誓いを果たした+JF
軍諸侯はヨーロッパに帰り,そのため巡礼たちは危機に曝された｡そこで1118
年,数人の騎-L-が巡礼の保護を決意し,ユーグ･ド･パイヤンらのもとに集結
し,街道守備にあたり,その後ソロモンl三の神殿とされる王宮を与えられ,チ
ンプル[聖堂]騎士団と呼ばれるようになり, 1128年トロワ公会議で公認され
ることになった｡ベルヌー, 『テンプル騎-L団』, 10-13. 『テンプル騎士団の
謎』, 16-25.橋Il, 46-64.
その後, 1153年アスカロンの攻囲戦, 1177年モンジザールの戦い, 1187年ハッ
チンの戦い,第5L叶卜字軍でのエジプト攻撃など,聖地守備と再び陥落したエ
ルサレムの回復のため,実際に何度もイスラム勢力と戦っている｡ベルヌー,
『テンプル騎士団の謎』, 49-60.
15)戦列艦とは, ｢主力戦に参加できる軍艦のことで,二ヶ所以上の甲板に大砲を備
えている｣ということである｡杉浦訳,メルヴイル, 9 (注1).これについて
は調べがつかず,杉浦氏の説明を拝借せざるを得ない｡
16)壁紙の番蕨と孔雀については,さまざまな批評家がさまざまな見解を示してい
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る｡トゥットは菱形に入った孔雀を,虚栄･孤独･無常に捉えられた人間とし,
結局不義理な友人達を表すと考え,一一万で番政はジミーのイノセンスと活力を
表し,ジミーその人を表す,とする｡ Tutt,30131.フィッシャーは番微をとり
わけキリスト教的な宗教的象徴と考える｡ Fisher, 138.ガルガ-ノは番夜と孔
雀を,これ見よがしの上流気取りを象徴的に表す,と考えている｡ Gargano,
277.デイリンガムは,番政を,暖かさと冷たさを知る能力を表す,とする｡- Di1-
1ingham, 317.歴史的には,他の羽根とともに孔雀の羽根も,兜飾りとして騎士
の武勲を顕彰するために用いられたことにフリースは触れており,騎七との接
点もあるようである｡フリース,項目peacockクジャク.
17) ｢蕎彼の間｣と地卜室についてブラウンは, ｢このような基礎の上に建つこの部
屋は,過去の時代のILli制と狂信の上に植え付けられ,軍事的圧力のもとに増幅
されたフランス革命以前の官能性と邪悪を表す｣と言っている｡ Browne, 243.
しかしここでは,これほどの悪の印象は感じられないように思われる｡
18)エステルハ-ゼ候はオーストリアの元帥で,ナポレオンからハンガリーTl位を
提供されたが抑否した｡多くの絵癖や版画を収集したことで知られる｡また,
プロイセン軍を破り,後に元帥となった祖父のニコラウス･ジョゼフ･エステ
ルハ-ゼ(1714-1790)は,ハイドンを保護した｡さらに,ハンガリーの初代
外相を勤めたE.パル･アンタール･エステルハ-ゼ(1786-1866)は,学芸愛
好家としても知られ,多額の私財を投じてこれを保護したとされる｡岩波世界
人名辞典,項臼エステルハ-ジ.エステルハ-ゼ家の有名な人物は,いずれも
文化の保護との縁が深い｡
19)金羊毛騎卜川(トワゾン･ドール)は1430年1月10日,ブリュ-ジュにてフィ
リップ･ル･ボン(善良公)によって設立された｡堀越, 184.堀越孝一氏はこ
の騎士団の発案者は善良公の祖父フィリップ･ル･アルデイであり, 1396年の
ニコポリス十字軍がその機縁となっている,としている｡堀越, 189.善良公は
十字軍の準備をある程度整え,法王カリスト三世の呼びかけに応えて誓いを立
てたりはしたものの,結Jr.3遠征が行われることはなかった.堀越, 177-82.
20)アダムスは,壁紙の蓄蔵とジミーの頬の番撒色を関連を論じ,彼の人間的な浅
薄さを表す,とi一往､,ジミーの蕃夜色と表情は保護色に過ぎず,色越せた壁紙
同様底の浅いものだ,としている｡ Adams, 273.筆者には文化的な意味がある
ように思われる｡
21) 71)-スは,番微はそもそも太女神と関連があり,エジプトではイシス,ギリ
シャではアフロデイテや美の三女神に捧げられた,としている｡また,初期キ
リスト教社会では娼婦の徴とされた｡霊感の象徴としてはギリシャでミューズ
に捧げられた｡フリース,項目rose寄彼.蕃薮はこの他にも様々なイメージと
関連するが,女神や女性との関わりは深い｡
22)この家の内装に富の腐敗を見るブラウンは,番微を玉葱と見るビデイは民衆の
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声を代表する,としている｡ Browne, 244.だが,やはり文化への無理解をさら
け出しているように思われる0
23)リトマンは,この時代の女性たちは,家庭の管理や計画を教える｢家庭の科学
連動(the domestic science movement)｣を通して家庭の掌握を強めていた,
と指摘している｡) Litman, 638.
24)ポップスは, JimmyRoseはJimmyroseの酒落と読め,成功していた時は
Jimmyroseだが,今は落塊れてしまっている(heisfallen),と言っている｡
Pops, 144.しかし落現れても番夜色は消えない｡番政という解釈を優先すべき
ように思われるoトウツトも同様の酒落という指摘をしているが,彼は,ジミー
の魂がこの世に縛られないことをあらわす,としている｡ Tutt, 31.
25)メルヴイルの詩における番彼のシンボリズムを研究したブリジマンは, ｢ジ
ミー･ローズ｣では藩政の背後にある一連の意味を示してはいるが,それらを
検討したり調整しようとはしていない,と言い,満足すべきものではないとし
ても,メルヴイルの関心と蕃夜との重要なつながりを示すもの,としている｡
Bridgman, 236.
26)杉浦銀策氏は, ｢コジモとはイタリアの豪商コジモ･デ･メデイチ(1389-1464)
のことであるが,もしかしたら作者は,富華王ロレンツオ･デ･メデイチと混
同しているのかもしれない｣と指摘されている｡杉浦訳,メルヴイル, ll (注
1).
27) EsquireはSquireとも綴り,この譜はラテン語の盾持ち(secutarius)に由来
する｡本来は武器捧持者として騎士に仕え,騎士を志願した身分ある生まれの
青年をさし,のちに騎士のすぐ下一の身分をさすようになったo松村･富札　英
米史辞典,項目Squire.
28)ジミーと語り手の二重の視点から皮肉の効果が演出される,とするキャンベル
は,この婦人の言葉を偽りのものとし,ここでメルヴイルは現実と価値に対し
てジミーが盲目である点を示している,と考える｡ Campbell, 9-10.しかし,
ジミーが感涙を催すまでの感銘を受けた理由を考えるべきではないだろうか｡
29)ブラウンは,トリニティ教会の中ではなく近くで語り手が消息を知るのは,正
式な宗教が人間の真の必要に無関心だからであり, ｢群集を離れて｣いる点につ
いては,人々もまた宗教の真の意味に無関心だから,と考える｡ Browne, 245.
ブラウンの意見はこの時代の宗教の･面を表しているように思えるが,この場
面からこのように展開できるかはやや疑問である｡
30)ここでの語り手とジミーのやりとりには,シェイクスピアの『アテネのタイモ
ン』 4幕3場の影響が指摘されている｡ワトソンは,メルヴイルはこの戯曲を
座右において執筆したのではないか,とコメントしている｡このあとジミーが
社交界に復帰し,友人宅をまわる点に関しても,ワトソンは『タイモン』の影
響を指摘しているo Watson, 404-5.
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31) Ⅴ.汰.ブラックと0.M.ブラックは,ジミーの存在理由は紳士としてのセルフ･
イメージにある,と指摘しているo V.K.BrackandO.M.Brack,67.
32)バーバー, 324.
33)語り手がジミーを養った人達を非難している点について,ジェフリーは,語り
手El身ジミーには何もしていない,と言い,実際はジミーの運命を免れるよう
祈っているとして,語り手の偽善的姿勢を指摘する｡ Je取ey, 72.野間正二氏
は,没落後のジミーが超俗的な聖者を意L対的に演じ,貧しい生活を自ら受け容
れたとすることで,本来援助すべき立場の語り手は読者の批判的視線をかわそ
うとしていた,と論じているo　野間, 231-39.語り手がジミーのために何もし
ていない点については,ブラックも触れている｡ Ⅴ.K.BrackandO.M.Brack,
67.またブラウンは,かつての友人達のジミーへの扱いについて,メルヴイル
がもっぱら人間の人間に対する非人間性を描く一つの例と見ている｡ Browne,
244.ブラウンの意見はこの場面には当てはまるようである｡
34)ガルガ-ノは,軍人精神の弱まりに関するこの語り手の指摘は,実は一般論の
形を取ったジミーの虚栄へのコメントだ,と考えている｡ Gargano, 280.しか
し筆者には,この時代の軍人精神･尚武の精神の弱まり,あるいは平和主義の
広がりを表すものと思われる｡
35)ガルガ-ノは,アラベラ嬢へのお世辞は本質的にC将軍-の贈呈式の挨拶と変
りはない,としている｡ Gargano, 278.とすれば,語り手が指摘していたよう
な,剰窃ばかりのオリジナリティのない挨拶,ということになる｡
36)ここで贈られている本を宗教的なものと考えるブラウンは, ｢富裕層による宗教
の利用と濫用が明確に表されている｣とコメントしている｡ Browne, 245.
37)ジミーが本を投げつけたことについて,ガルガ-ノは,ジミーが自分の置かれ
た状況を認めようとせず,自らを大公と死の床でもなお思い込んでいるとし,
ジミーが成長しない証拠と考えている｡ Gargano, 279.
38)ダグラスは, ｢ジミー自身は自分の完全な喪失という真実を容認できないが,彼
はもはや虚偽(lies)に対して寛容ではいられない｣と言い,娘の行為をひとつ
の｢虚偽｣とみなしている｡ Douglas, 299.
39)ディーンは,社交界に戻ったジミーがこのような暮らしに甘んじられたのは,
ジミーがそういう暮らししか知らなかったし,それを最も大切にしたからであ
り,社会的地位と金は多くを欺いてきたが,こうした態度はアメリカで最高に
達している,と述べている｡ Deane, 506.ジミーの暮らしについては筆者は運命
の成せる業と考える｡アメリカ社会についての指摘は妥当と思われる｡
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